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伝統の管粥神事
　逢坂八幡神社で「管粥神事」が行われました。農作物の豊
凶を占うもので、江戸時代から続く伝統の行事です。

（関連記事は12ページに掲載）
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2平成 30年 4月号

あ
な
た
も
１
３
０
０
年
の
歴
史
に

御
輿
行
列
担
ぎ
手
募
集

御
輿
行
列
の
あ
と
は

　
　
　
星
空
コ
ン
サ
ー
ト
★

５月２０日の開創法要を皮切りに１１月まで、大山周辺で続々と

大山開山１３００年祭イベントが開催されます。

　

開
創
法
要
と
同
時
に
開
催
さ
れ
る
御
輿

行
列
の
担
ぎ
手
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　

御
輿
行
列
は
、
１
３
０
０
年
祭
の
ト
ッ

プ
を
飾
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
３
年
に
１
回

開
催
さ
れ
る
御
幸
（
御
輿
行
幸
）
と
は
違

い
、
女
性
も
担
ぎ
手
と
し
て
参
加
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
御
輿
も
大
山
寺
の
も
の
だ
け
で

な
く
、
三
徳
山
三
佛
寺
の
御
輿
も
参
加
し

て
、過
去
最
大
の
御
輿
行
列
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
御
輿
を
担
い
で
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
１
３
０
０
年

祭
の
記
念
と
記
憶
に
残
る
イ
ベ
ン
ト
に
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

５
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

10
時
30
分
か
ら
（
予
定
）

◆
場
所　

大
山
博
労
座
～
大
山
寺

◆
募
集
人
数　

２
０
０
人（
満
18
歳
以
上
）

◆
参
加
費　

１
、５
０
０
円
（
保
険
料
等
）

◆
募
集
締
切　

５
月
７
日
（
月
）

◆
申
込
み
先　

大
山
町
観
光
案
内
所

　

☎
０
８
５
９
‐
52
‐
２
５
０
２

◆
主
催　

大
山
開
山
１
３
０
０
年
祭
イ
ベ

ン
ト
部
会

　

御
輿
行
列
が
終
わ
り
、
夜
の
博
労
座
駐

車
場
で
は
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
公
開
録
音
と

出
演
者
に
よ
る
星
空
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

入
場
無
料
で
、
事
前
申
込
み
も
い
り
ま

せ
ん
。
名
曲
を
聴
き
な
が
ら
星
空
を
眺
め

ま
せ
ん
か
。
お
誘
い
あ
わ
せ
て
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

５
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

19
時
か
ら
（
予
定
）

◆
場
所　

大
山
博
労
座
第
４
駐
車
場

◆
入
場
料　

無
料

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　

エ
フ
エ
ム
山
陰

　

☎
０
８
５
２
‐
27
‐
９
８
８
０

大山開山１３００年祭
　　いよいよ開幕！

5／20



3 平成 30年 4月号

大
山
開
山
１
３
０
０
年
祭
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　「
蟻
の
大
山
ま
い
り
」
参
加
者
募
集
！

　

大
山
開
山
１
３
０
０
年
祭
を
地
域
か
ら

盛
り
上
げ
よ
う
と
、
中
山
地
区
の
地
域
自

主
組
織
（
き
ば
ら
い
や
上
中
山
・
楽
し
も

な
か
や
ま
・
や
ら
い
や
逢
坂
）
が
協
力
し

て
、「
蟻
の
大
山
ま
い
り
・
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
」
を
行
い
ま
す
。

　

き
ば
ら
い
や
上
中
山
の
拠
点
「
学
び
の

里 

甲
川
」（
旧
・
上
中
山
保
育
所
）
を
出

発
し
、新
緑
薫
る
「
大
山
道
」
を
経
て
、「
大

山
寺
本
堂
」
へ
参
拝
し
ま
す
。

　

徒
歩
コ
ー
ス
と
バ
ス
コ
ー
ス
を
設
け
て

い
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

　

谷
を
わ
た
る
ウ
グ
イ
ス
の
声
や
、
川
の

せ
せ
ら
ぎ
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
新
緑
の

大
山
道
を
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時　

５
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

（
小
雨
決
行
）

①
徒
歩
コ
ー
ス

　

学
び
の
里 

甲
川
を
７
時
に
出
発
し
、

大
山
寺
を
目
指
し
ま
す
。

　

帰
路
は
バ
ス
で
す
。

②
バ
ス
コ
ー
ス

　

全
行
程
を
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。
大
山

寺
で
徒
歩
コ
ー
ス
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ご

祈
祷
を
受
け
ま
す
。

◆
参
加
費　

１
、０
０
０
円

※
当
日
、
受
付
で
お
支
払
く
だ
さ
い
。

◆
定
員　

50
人
（
①
②
あ
わ
せ
て
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◆
申
込
締
切　

４
月
20
日
（
金
）

※
締
切
後
、
受
付
票
を
送
付
し
ま
す
。
当

日
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他　

・
当
日
は
以
下
の
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
飲
み
物
、軽
食
、タ
オ
ル
な
ど
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
に
必
要
な
も
の
。

・
各
自
の
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
自
主
組
織
き
ば
ら
い
や
上
中
山　

事
務
局

　

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
４
８
８
８

　

（
火
・
木
・
土
曜
日
午
後
）

　

ま
た
は
、
担
当
（
ひ
な
た
）

　

０
９
０
‐
６
４
０
０
‐
１
９
２
１

▲大山道を自分のペースで歩きます

▲ウォーキングのしおり

▲休憩所で、飲みものやフルーツのふるまいも

［行程］
学びの里 甲川（7時）➡

活性化センター前特設休憩所➡

一息坂峠➡

香取特設休憩所➡

大山寺・博労座
到着後は、各自大山寺参道周辺を散策

（自由昼食）➡

大山寺本堂でご祈祷（14時）➡

学びの里 甲川（15時30分予定）

（バスコース：往路のバスの乗車時間は申込み

の方に別途お知らせします）
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▲大山開山１３００年をモチーフにしたキーホルダーを作成中

▲

お
母
さ
ん
の
お
ひ
ざ
で
絵
本
タ
イ
ム

大山町教育委員会事務局 0859‐54‐5211

きょういく
 通 信

交
流
を
深
め
活
動
し
よ
う
！

　

２
月
17
日
に
大
山
町
女
性
団
体
連
絡
協

議
会
主
催
の
研
修
会
が
開
か
れ
、
生
活
想

像
館
を
主
会
場
に
約
１
０
０
人
の
会
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
会
員
同
士
の
交
流
を
深

め
る
た
め
、
大
山
、
名
和
、
中
山
の
各
地

区
持
ち
回
り
で
、
研
修
会
や
女
性
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
な
ど
を
毎
年
行
っ
て
い

ま
す
。

　

全
体
会
の
後
は
、
分
科
会
に
分
か
れ
て

リ
ン
パ
ケ
ア
の
講
義
や
実
技
、
大
山
開
山

１
３
０
０
年
を
記
念
し
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

づ
く
り
や
コ
ー
ラ
ス
の
体
験
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、
交
流
タ
イ
ム
で
は
、「
日
本

女
性
会
議
２
０
１
７
と
ま
こ
ま
い
」
の
参

加
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
団
体
を
超
え
た

意
見
交
換
も
活
発
で
、
充
実
し
た
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

　

大
山
町
に
は
３
つ
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
、ま
だ
保
育
所
（
園
）
に
行
っ

て
い
な
い
子
ど
も
と
保
護
者
、
妊
産
婦
の

方
が
来
ら
れ
る
場
所
で
す
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
い
せ
ん
は
、
保
育
園

と
併
設
し
て
い
る
の
で
、
兄
弟
姉
妹
等
の

保
育
園
送
迎
時
に
、
利
用
さ
れ
る
方
も
あ

り
ま
す
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
園
庭
で
、
保
育
園

の
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い

る
と
「
自
分
の
子
ど
も
も
大
き
く
な
っ
た

ら
こ
う
や
っ
て
遊
ぶ
よ
う
に
な
る
の
で
す

ね
」
と
成
長
し
た
我
が
子
の
姿
を
想
像
さ

れ
た
り
す
る
な
ど
、「
支
援
セ
ン
タ
ー
に

行
っ
て
い
た
か
ら
保
育
園
の
中
に
入
る
の

が
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
」
と
話
さ
れ
た
り
、

併
設
な
ら
で
は
の
良
さ
も
感
じ
ら
れ
る
よ

う
で
す
。

　

子
ど
も
は
、
月
齢
が
大
き
く
な
る
と
家

だ
け
で
は
物
足
り
な
く
な
る
時
が
き
ま

す
。
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
に
よ
り
、

上
の
子
ど
も
に
十
分
に
関
わ
っ
て
あ
げ
ら

れ
な
く
て
苦
労
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ

ま
す
。
そ
う
い
う
時
に
支
援
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
て
い
た
だ
く
と
、
子
ど
も
た
ち
も

保
護
者
も
気
分
転
換
が
で
き
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
ま
す
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
時
間
は
、
月
曜

日
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
）
９
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時
で
、
土

曜
日
開
所
（
９
時
～
12
時
、
町
内
３
か
所

の
内
１
か
所
）
も
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

ま
だ
利
用
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
方
は
、

お
気
軽
に
ぜ
ひ
一
度
、
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
！

《 お 詫 び と 訂 正 》

　広報３月号４ページで百人一首大会の成績を

お知らせしましたが、入賞順位が間違っていま

した。正しくは

【準優勝】チームアップルパン（大山西小）

上田桜弥さん、齋木星那さん、小原乙華さん

【３位】スラッガーズ（中山小）です。

　お詫びして訂正します。

大
山
町
女
性
団
体
研
修
会　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
い
せ
ん　
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きょういく通信

■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●

▲

吹
雪
を
跳
ね
返
す
熱
い
選
手
宣
誓

▲対戦の様子

白
銀
を
舞
台
に
競
い
合
う
！

～
ホ
ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト
で
ス
キ
ー
大
会
～

囲
碁
大
会
結
果

　

２
月
６
日
に
第
46
回
大
山
国
体
記
念
ス

キ
ー
大
会
兼
大
山
子
ど
も
ス
キ
ー
大
会
兼

西
伯
郡
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
が
、
だ
い
せ

ん
ホ
ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

大
山
西
小
学
校
６
年
の
塚
口
あ
か
ね
さ

ん
の
素
晴
ら
し
い
選
手
宣
誓
で
開
会
し
ま

し
た
。
参
加
者
ら
は
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
、
寒
さ
も
吹
き
飛
ば
す
熱
い

戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

熱
戦
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

国
体
記
念
ス
キ
ー
大
会
入
賞
者

　
　

（
町
内
入
賞
者
の
み
掲
載
・
敬
称
略
）

☆
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

【
幼
児
】

１
位 

伊
澤 

悠
介
（
大
山
保
育
所
）

２
位 

杉
森 

岳
翔
（�

大
山
き
ゃ
ら
ぼ
く
保

育
園
）

３
位 

中
田 

凛
音
（
大
山
保
育
所
）

【
小
学
校
低
学
年
・
女
子
】

１
位 
伊
澤 

星
良
（
大
山
小
）

２
位 

中
田 
真
央
（
大
山
小
）

３
位 

渡
辺 
結
羽
（
大
山
西
小
）

５
位 

杉
森 　

奏
（
大
山
小
）

６
位 

馬
田 

舞
優
（
大
山
小
）

【
小
学
校
低
学
年
・
男
子
】

１
位 

小
椋 

久
遠
（
大
山
小
）

５
位 

加
藤 　

結
（
大
山
小
）

【
小
学
校
高
学
年
・
女
子
】　

１
位 

伊
澤 

想
良
（
大
山
小
）

２
位 

兜
山 

真
希
（
大
山
小
）

３
位 

椎
木 

穏
晶
（
大
山
小
）

４
位 

中
田 

花
菜
（
大
山
小
）

５
位 

塚
口
あ
か
ね
（
大
山
西
小
）

【
小
学
校
高
学
年
・
男
子
】

５
位 

兜
山 

勇
輝
（
大
山
小
）

【
中
学
校
・
女
子
】　

１
位 

山
根 

月
詩
（
大
山
中
）

　

入
江
正
雄
記
念
杯
新
春
囲
碁
大
会
が
、

こ
う
れ
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で

幅
広
い
年
代
が
参
加
し
て
対
戦
し
ま
し

た
。
日
ご
ろ
の
鍛
錬
の
成
果
を
発
揮
し
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

優　

勝　

提
嶋　

一
弘

第
２
位　

笹
間　

悦
次

第
３
位　

伊
木　

弟
一
郎

　

第
13
回
大
山
町
新
春
囲
碁
大
会
が
、
名

和
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
80
代
の
高
齢
者
か
ら
小
学
生

ま
で
22
人
が
参
加
し
、
盤
上
で
の
熱
い
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

盤
上
の
熱
い
戦
い

　

Ａ
ク
ラ
ス

　
　

【
優
勝
】
久
野　

宣
年

　
　

【
２
位
】
門
脇　

宏
幸

　
　

【
３
位
】
門
脇　

右
宗

　

Ｂ
ク
ラ
ス

　
　

【
優
勝
】
吉
村　

義
章

　
　

【
２
位
】
野
本　

克
己

　
　

【
３
位
】
井
上　

瑛
文

入
江
正
雄
記
念
杯
囲
碁
大
会

大
山
町
新
春
囲
碁
大
会
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きょういく通信

第
6
回
大
山
学
講
座

「
大
山
開
山
１
３
０
０
年
祭
に
向
け
て

大
山
の
歴
史
と
自
然
を
学
ぶ
」

　

第
６
回
大
山
学
講
座
が
、
２
月
24
日
に

中
山
温
泉
生
活
想
像
館
で
開
か
れ
、
大
山

寺
圓
流
院
住
職
の
大
館
宏
雄
さ
ん
と
、
大

山
自
然
歴
史
館
館
長
の
矢
田
貝
繁
明
さ
ん

が
大
山
の
歴
史
と
自
然
に
つ
い
て
講
演
し

ま
し
た
。

　

大
館
住
職
は
、
金
色
の
狼
を
追
い
か
け

て
大
山
に
き
た
出
雲
の
猟
師
・
依
道
が
、

地
蔵
菩
薩
に
導
か
れ
て
金
蓮
上
人
と
な

り
、
大
山
寺
を
開
い
た
と
い
う
開
山
の
歴

史
や
、
地
蔵
菩
薩
が
牛
馬
守
護
の
仏
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
し
て

牛
馬
の
安
全
を
祈
願
す
る
た
め
牛
馬
を
連

れ
て
の
大
山
詣
り
が
、
大
山
寺
が
経
営
に

も
参
加
す
る
牛
馬
市
へ
と
発
展
し
、
江
戸

時
代
に
は
日
本
三
大
、
明
治
時
代
に
は
日

本
最
大
の
「
大
山
牛
馬
市
」
と
し
て
隆
盛

を
極
め
た
こ
と
な
ど
、
大
山
１
３
０
０
年

の
歴
史
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
山
の
自
然
に
つ
い
て
講
演
し

た
矢
田
貝
さ
ん
は
、
大
山
は
火
山
活
動
に

よ
っ
て
で
き
た
山
で
、
厳
し
い
気
象
条
件

と
急
峻
な
地
形
の
た
め
崩
落
が
進
ん
で
い

る
こ
と
や
、
大
山
固
有
の
生
物
や
植
物
な

ど
の
生
態
、
大
山
の
自
然
保
護
活
動
な
ど

に
つ
い
て
映
像
を
使
っ
て
紹
介
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
２
人
の
講
師
の
話
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
大
山
の
歴
史
や

地
蔵
菩
薩
信
仰
、
自
然
に
つ
い
て
学
び
、

大
山
の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

▲「大山の歴史」を説明される大館住職

▲「大山の自然」を紹介される矢田貝館長

■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●

公民館高齢者学級で
　　活動してみませんか！

　中山・名和・大山の各公民館では、健

康で生きがいのある日常生活を過ごすた

め、高齢者学級を開講しています。一緒

に活動しませんか！

中山公民館
「ふれあい大学」

　講演会、交流会、健康講座、芸

能鑑賞、ものづくり体験、館外活

動など年８回開催。

◆対象　中山地区在住の60歳以上

◆問い合わせ先　中山公民館

　☎0858－58－2334

名和公民館
「ことぶき学級」

　講演会（健康・法話・歴史など）

鑑賞会（落語・音楽・演劇など）、

体験活動（軽スポーツ・サークル

体験）館外活動など年８回開催。

◆対象　名和地区在住の60歳以上

◆年会費　1人500円

◆問い合わせ先　名和公民館　

　☎0859－54－2688

大山公民館
「おもと学級」

　 午 前（10:00～11:30） は 講 習

会や講演会など。午後（13:00～

14:30）はクラブ活動（コーラス・

３Ｂ体操・音読クラブ）を行ない

ます。年10回開催。

◆対象　大山地区在住の60歳以上

◆年会費　1人1,000円

◆問い合わせ先　大山公民館

　☎0859－53－3003

学 級 生 募 集
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ま
ち
の
た
か
ら
（
37
）
～
文
化
財
室
通
信
～

シ
リ
ー
ズ
「
日
本
遺
産
」　

第
11
話

　

今
回
は
、
大
山
道
の
う
ち
溝
口
道
と
丸

山
道
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
大
山
道
「
溝
口
道
」

　

溝
口
道
は
、
日
野
川
東
岸
に
あ
る
溝
口

宿
を
経
由
し
て
大
山
寺
へ
向
か
う
参
詣
道

で
す
。
出
雲
街
道
の
主
要
な
宿
場
で
あ
っ

た
溝
口
宿
か
ら
金か

な

屋や

谷だ
に

を
過
ぎ
た
先
で
横

手
道
と
合
流
し
ま
す
。

　
金
屋
谷
集
落
か
ら
桝
水
へ

　

溝
口
宿
を
発
し
、
大
山
へ
向
う
途
中
に

は
、
大
山
寺
領
の
金
屋
谷
を
通
り
ま
す
。

　

金
屋
谷
に
は
、
旧
日
野
郡
内
唯
一
の
天

台
宗
寺
院
で
、
も
と
大
山
寺
の
末
寺
で
あ

る
長

ち
ょ
う
し
ょ
う
じ

昌
寺
が
あ
り
ま
す
。
万
治
３
（
１
６

６
０
）
年
、
相
沢
呑

ど
ん
ぎ
ゅ
う牛

和
尚
が
大
山
寺

座
主
胤い

ん

海か
い

僧
正
か
ら
境
内
地
を
賜
っ
て
開

山
し
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
集
落
内
の
大
山

道
沿
い
に
は
、
冬
場
の
目
印
の
松
が
植
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
大
山
並
木
松
と
同

様
に
、
多
く
が
枯
死
し
て
い
ま
す
。
今

は
「
大
山
」
や
「
大
智
明
権
現
」
と
刻
ま

れ
た
道
標
や
常
夜
塔
が
往
時
を
偲
ば
せ
ま

す
。

　

金
屋
谷
を
経
て
桝
水
へ
行
く
と
、
自
然

石
に
線
彫
り
し
た
石
地
蔵
（
桝
水
地
蔵
）

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
は
古
く
か
ら
知
ら

　

２
月
18
日
に
開
か
れ
た
「
第
９
回
鳥
取

県
西
部
地
区
町
村
社
会
教
育
研
究
大
会
」

で
、
大
山
カ
レ
ッ
ジ
が
「
鳥
取
県
西
部
地

区
町
村
社
会
教
育
協
議
会
長
表
彰
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

同
団
体
は
、平
成
20
年
度
に
開
校
さ
れ
、

中
山
中
学
校
の
空
き
教
室
を
利
用
し
、
毎

週
木
曜
日
に
英
語
、
数
学
、
国
語
、
芸
術
、

体
育
、
音
楽
な
ど
を
学
習
し
て
い
ま
す
。

　

学
習
成
果
は
、
町
文
化
祭
で
の
ス
テ
ー

ジ
や
作
品
展
示
で
発
表
し
た
り
、
中
山
中

学
校
文
化
祭
で
披
露
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
中
学
生
へ
の
あ
い

さ
つ
運
動
や
職
業
講
話
の
講
師
を
つ
と
め

る
な
ど
幅
広
く
活
躍
さ
れ
、
生
涯
学
習
社

会
の
実
現
に
寄
与
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

れ
た
水
を
い
た
だ
く
場
所
で
し
た
が
、
元

禄
９
（
１
６
９
６
）
年
に
、
こ
の
水
が
涸

れ
て
二
年
続
き
の
凶
作
と
な
っ
た
た
め
、

人
々
は
石
で
枡
形
を
造
っ
て
石
地
蔵
を
立

て
、
48
日
間
に
わ
た
っ
て
供
養
を
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
今
も
地
蔵
尊
祭
と
し
て
地
域

に
続
い
て
い
ま
す
。

　
大
山
道
「
丸
山
道
」

　

丸
山
道
は
、
大
山
寺
の
冬
季
の
代
官
所

が
置
か
れ
た
丸
山
か
ら
大
山
寺
へ
向
か
う

道
で
、前
回
ご
紹
介
し
た
「
分
け
の
茶
屋
」

の
所
で
尾
高
道
と
合
流
し
ま
す
。

　
丸
山
代
官
所
と
里
坊
屋
敷

　

冬
の
大
山
と
い
え
ば
、
や
は
り
豪
雪
を

思
い
浮
か
べ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
た
め
、
大
山
寺
で
万
治
の
火
災

に
よ
る
大
災
害
が
あ
っ
た
翌
年
の
万
治
３

（
１
６
６
０
）
年
、
大
山
寺
領
の
丸
山
地

内
に
、
冬
の
間
な
ど
に
役
僧
が
生
活
す
る

居
宅
（
里
坊
）
の
敷
地
が
、
各
院
に
一
箇

所
ず
つ
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

大
山
寺
本
坊
で
あ
る
西
楽
院
の
里
坊
屋
敷

は
、丸
山
代
官
所
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

丸
山
は
大
山
寺
領
内
随
一
の
松
の
育
成

に
適
し
た
土
地
柄
で
、
各
里
坊
屋
敷
に
松

を
植
え
て
お
け
ば
各
寺
院
が
建
て
替
え
を

す
る
と
き
に
建
築
資
材
と
し
て
利
用
で
き

る
か
ら
、
と
平
均
１
５
０
０
坪
も
の
広
い

土
地
が
与
え
ら
れ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

　
地
蔵
滝
の
泉
と
地
蔵
滝
地
蔵

　

県
道
名
和
岸
本
線
が
佐
陀
川
を
渡
る
丸

山
橋
の
ほ
ぼ
真
下
に
、
地
蔵
滝
の
泉
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
泉
は
、
平
成
20
年
に
環
境

省
の
「
平
成
の
名
水
百
選
」
に
選
ば
れ
て

い
ま
す
。
大
山
へ
参
詣
す
る
人
々
や
牛
馬

に
と
っ
て
は
、
咽
の
渇
き
を
潤
し
、
気
力

回
復
す
る
憩
い
の
場
と
し
て
知
ら
れ
た
名

泉
で
す
。

　

泉
の
傍
ら
に
佇
む
地
蔵
は
、
参
詣
者
や

牛
馬
の
道
中
の
安
全
を
願
っ
て
、
大
山
信

仰
の
厚
信
者
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
名
の
由
来
で
あ
る
滝
は
、
今
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
こ
の
湧
水
は
下
流
の
八
郷
地

区
の
水
源
で
も
あ
り
、
今
な
お
人
々
を
潤

す
、
大
山
の
「
恵
み
の
水
」
で
す
。

（
人
権
・
社
会
教
育
課　

文
化
財
室
）

gggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg

▲地蔵滝の泉

▲大山カレッジの皆さん

大
山
カ
レ
ッ
ジ
が
表
彰
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▲伝えたい民俗芸能
　坊領婦人会「草刈り博労の唄」（大山分館）

▲元気いっぱい！保育園児（高麗分館） ▲箏教室の演奏（中山）

▲初出演 長田どじょっこ会の「安来節」（高麗分館）

▲外会場のにぎわい（名和）

▲空くじなしの当てくじが大人気
（中山）

▲名和中学校吹奏楽部による演奏（名和）

集
い
・
学
び
・
結
ん
だ
　
公
民
館
ま
つ
り

　

２
月
17
・
18
日
の
大
山
公
民
館
高
麗
分

館
「
第
36
回
こ
う
れ
い
ふ
る
さ
と
祭
り
」

を
皮
切
り
に
、
２
月
24
・
25
日
の
中
山
公

民
館
「
第
13
回
な
か
や
ま
公
民
館
ま
つ

り
」、
３
月
３
・
４
日
は
大
山
公
民
館
大
山

分
館
「
第
34
大
山
分
館
ま
つ
り
」、
最
後

は
３
月
４
日
の
名
和
公
民
館
「
第
１
回
名

和
公
民
館
ま
つ
り
」
が
、
に
ぎ
や
か
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
か
ら
公
民
館
で
活
動
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ん
や
地
元
の
方
々
に
よ
る
ス
テ
ー

ジ
発
表
、
作
品
展
示
、
食
の
バ
ザ
ー
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
に
、
ど
の
会
場
も
大
勢
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

生花教室の作品（大山分館）
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戦
争
遺
跡
の
研
修
で
、
沖
縄
県
読
谷
村

を
訪
ね
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
読
谷
村

は
沖
縄
戦
で
ア
メ
リ
カ
軍
が
上
陸
し
た
地

点
で
す
。

　

案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
読
谷
村
職
員
の

方
の
第
一
声
は
、「
読
谷
村
は
平
成
18
年

か
ら
が
戦
後
」
と
い
う
言
葉
で
し
た
。
読

谷
村
で
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
軍
用
地
や
施

二
つ
の
ガ
マ

　
　
―
読よ
み

谷た
ん

村そ
ん

の
戦
争
遺
跡
か
ら
―

設
が
返
還
さ
れ
た
平
成
18
年
か
ら
本
当
の

戦
後
が
始
ま
っ
た
の
だ
と
説
明
さ
れ
た
の

で
す
。

　

今
回
は
こ
の
読
谷
村
の
戦
争
遺
跡
か

ら
、
住
民
が
避
難
し
た
２
つ
の
ガ
マ
、「
シ

ム
ク
ガ
マ
」
と
「
チ
ビ
チ
リ
ガ
マ
」
の
こ

と
を
紹
介
し
ま
す
。
ガ
マ
と
は
、
沖
縄
や

鹿
児
島
の
方
言
で
洞
窟
の
こ
と
で
す
。

〈
シ
ム
ク
ガ
マ
〉

　

シ
ム
ク
ガ
マ
は
波
平
又
川
原
に
洞
口
を

開
い
た
天
然
の
鍾
乳
洞
で
す
。

　

１
９
４
５
年
（
昭
和
20
）
３
月
、
ア
メ

リ
カ
軍
の
空
襲
や
艦
砲
射
撃
が
激
し
く
な

る
中
、
波
平
で
は
約
１
千
人
の
住
民
が
こ

の
洞
窟
に
避
難
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

４
月
１
日
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
沖
縄
本
島

上
陸
の
日
に
、
読
谷
村
の
西
海
岸
か
ら
戦

車
を
と
も
な
っ
た
一
部
が
、
シ
ム
ク
ガ
マ

に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
避
難
し
て
い
た

人
々
は
恐
怖
の
余
り
う
ろ
た
え
、
洞
窟
内

は
大
混
乱
に
陥
り
ま
し
た
。

　

そ
の
時
、
ハ
ワ
イ
か
ら
の
帰
国
者
、
比

嘉
平
治
（
当
時
72
歳
）
と
比
嘉
平
三
（
当

時
62
歳
）
の
二
人
が
、「
ア
メ
リ
カ
人
は

人
を
殺
さ
な
い
よ
。」
と
、
騒
ぐ
避
難
者

た
ち
を
な
だ
め
、
説
得
し
、
つ
い
に
投
降

へ
と
導
き
、
１
千
人
前
後
の
避
難
民
の
命

が
助
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

〈
チ
ビ
チ
リ
ガ
マ
〉

　

チ
ビ
チ
リ
ガ
マ
は
、
シ
ム
ク
ガ
マ
か
ら

北
西
に
１
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
洞
窟
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
沖
縄
本

島
上
陸
の
翌
日
１
９
４
５
年
（
昭
和
20
）

４
月
２
日
、
鬼
畜
と
教
え
ら
れ
た
ア
メ
リ

カ
兵
の
残
虐
な
仕
打
ち
を
恐
れ
て
、
肉
親

が
相
互
に
殺
し
あ
う
と
い
う
凄
惨
な
「
集

団
自
決
（
集
団
強
制
死
）」
が
行
わ
れ
た

所
で
す
。

人
権
の
つ
ぼ 

153
大
山
町
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
５
９
‐
５
４
‐
２
２
８
６

大
山
町
茶
畑
１
０
７
７
‐
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
５
９
‐
５
４
‐
２
４
１
３

　

証
言
に
よ
り
ま
す
と
、「
ア
メ
リ
カ
軍

上
陸
直
後
に
、
壕
の
中
か
ら
男
女
３
人
が

竹
や
り
を
持
っ
て
出
て
行
き
、
男
２
人
が

壕
の
前
で
バ
タ
ッ
と
倒
れ
た
。
す
る
と
壕

内
の
住
民
は
絶
望
感
で
パ
ニ
ッ
ク
に
陥

り
、集
団
自
決
が
始
ま
る
」
と
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
別
の
証
言
に
よ
る
と
、「
火
を

燃
や
し
て
窒
息
死
を
図
っ
た
り
、
毒
薬
注

射
を
し
て
死
に
い
た
ら
し
め
、
注
射
液
が

尽
き
る
と
、
鎌
や
包
丁
な
ど
の
刃
物
で
肉

親
相
互
が
殺
し
合
う
と
い
う
惨
劇
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
こ
の
洞
窟
の
避
難

者
お
よ
そ
１
４
０
人
の
内
、
83
人
が
非
業

の
最
期
を
遂
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
中
に
は
、
２
歳
、
３
歳
の
幼
児

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

「
シ
ム
ク
ガ
マ
」
と
「
チ
ビ
チ
リ
ガ
マ
」、

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
違
い
が
お
き
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　

平
和
な
時
代
で
な
け
れ
ば
、
戦
争
の
真

実
に
つ
い
て
語
れ
ま
せ
ん
。
読
者
ひ
と
り

一
人
が
、
し
っ
か
り
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
参
考
：
「
読
谷
村
の
戦
跡
め
ぐ
り
」
読

谷
村
史
編
集
室
）

▲シムクガマ

▲チビチリガマ
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	 ★読むパンダ/黒柳 徹子

★くちなし/彩瀬 まる	 ★手作り知育おもちゃの本/京都幼児教室

★百年泥/石井 遊佳

★吾輩は作家の猫である/高橋 克彦	 ★伯耆国・大山歴史読本/KADOKAWA

★最高のおもてなし！/竹田 新

★天翔ける/葉室 麟	 ★真夜中の電話/赤川 次郎

★ふたご/藤崎 彩織	 ★最後のオオカミ/マイケル モーパーゴ

★身辺整理、わたしのやり方/曽野 綾子	 ★机の前に貼る一行/ひきた よしあき

	 ★たのしいローマ数字/デビット A.アドラー

★地域で愛される子ども食堂のつくり方・続け方/飯沼 直樹	 ★へそとりごろべえ/赤羽 末吉

★あなたの暮らしを豊かにする日本のしきたり/洋泉社ムック	 ★かぜにもらったゆめ/佐藤 さとる

★「国境なき医師団」を見に行く/いとう せいこう	 ★にゃんにゃん/せな けいこ

児童書・絵本

一般・文学

その他

郷　土

NO.155

4月の図書館　「家読（うちどく）」という言葉をご存じですか。家
読は、「家庭での読書」を短くした言葉です。
　昨今、メディア機器を利用した遊びや通信に夢中に
なる子どもたちが増えてきていますが、すべての子ど
もたちに、周りの大人の働きかけで、家読（うちどく）
を定着させたいものです。
　読書は、子どもたちに豊かな心や言葉の力、集中力
など、賢くたくましく生きる力を育てます。家族で読
書を楽しんだり、本について話し合ったり、一緒に図
書館や書店に出かけたりするなど、いろいろ工夫して、
新しい学年のスタートを機会に、本に親しむきっかけ
や習慣を作っていきましょう。大山町子どもの読書活
動推進委員会では「家読（うちどく）のすすめ」のリー
フレットを作成しました。どうぞご活用ください。
（大山町子どもの読書活動推進委員会事務局）

14日（土）おはなし図書館　（本館）
　　　11：00～11：30
21日（土）ちいさなおはなし会（大山分館）
　　　11：00～11：30
22日（日）春のおはなし会（名和分館）
　　　10：30～11：00

４月23日は「子ども読書の日」

　４月23日から「子どもの読書週間」もスター
トします。
　図書館では、この時期に合わせて、おはなし
会や子どもの本の展示を行っています。たくさ
んの皆さんのご来館をお待ちしています。

家読(うちどく)のすすめ

大山開山１３００年記念事業
「１３００冊目おめでとう！」
　図書館本館では、４月１日から数えて１３００冊目の本を
借りられた方に、心ばかりのプレゼントを差し上げます。５
月は名和分館で、６月は大山分館で実施します。どなたに当
たるかわかりませんが、たくさんのご利用をお待ちしていま
す。
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まちの話題

平木チームが優勝
大山町卓球大会

　第１２回大山町卓球大会が、２月１１日に名和

農業者トレーニングセンターで行われ、団体の部

に１２チームが出場して熱戦を展開しました。

　大会結果は次のとおりです。

【優　勝】平木

【準優勝】上万Ａ

【３　位】モアイーズ・大山中卓球クラブ

【４　位】役場チーム

交
通
事
故
防
止
に

　
　
　
　
新
中
学
生
に
反
射
タ
ス
キ
寄
贈

　

通
学
時
の
交
通
安
全
と
事
故
防
止
に
役

立
て
て
ほ
し
い
と
、
中
山
・
名
和
・
大
山

の
各
交
通
安
全
協
会
支
部
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
校
区
の
中
学
校
へ
夜
光
反
射
タ
ス
キ
を

寄
贈
し
ま
し
た
。

　

名
和
中
学
校
で
は
２
月
26
日
に
贈
呈
式

が
行
わ
れ
、
名
和
中
保
体
・
交
通
委
員
長

の
岡
田
天た

か

と斗
さ
ん
と
副
委
員
長
の
牧
壮そ
う

馬ま

さ
ん
が
、「
こ
れ
か
ら
も
、
交
通
安
全
に

気
を
つ
け
、
通
学
時
に
は
い
た
だ
い
た
タ

ス
キ
を
着
用
し
ま
す
」
と
受
け
取
り
ま
し

た
。

　

地
域
の
活
性
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に

顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
個
人
・
団
体
を
顕

彰
す
る
「
日
本
海
新
聞
ふ
る
さ
と
大
賞

２
０
１
７
」（
主
催
：
日
本
海
新
聞
ふ
る

さ
と
創
り
事
業
団
、
共
催
：
県
内
各
市
町

村
）
の
表
彰
式
が
、
３
月
15
日
に
名
和
公

民
館
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

『
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
』
は
、
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
の
塚
口
あ
か
ね
さ
ん
（
大
山
西
小
6

年
・
当
時
）、
大
山
町
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
受
賞
。『
地
域
貢
献
賞
』
は
、
い

さ
い
踊
り
の
伝
統
継
承
に
尽
力
す
る
「
中

山
い
さ
い
踊
り
保
存
会
」
と
、
地
域
の
困

り
ご
と
を
解
決
す
る
“
お
た
す
け
隊
”
を

つ
く
り
、
高
齢
化
が
深
刻
な
地
域
に
密
着

し
た
活
動
を
展
開
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
大

山
」
の
２
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
大
山
代
表
の
馬
田
栄
司
さ

ん
は
「
こ
の
受
賞
は
、
自
分
た
ち
の
活
動

の
方
向
性
が
間
違
っ
て
い
な
い
と
評
価
し

て
も
ら
え
た
証
。
今
後
の
励
み
に
な
り
ま

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　第３回「山の日」記念全国

大会 in 鳥取が、８月 10・11

日に米子と大山を会場に開催

されます。大会開催にあた

り、大山の豊かな自然と魅力

を PR する、さまざまな取り

組みやイベントを行っていき

ます。

　このたび、とっとりの山を

たっぷり紹介した冊子「山

GUIDE」ができあがりました。

役場本庁、各支所

等で無料でお渡し

できますので、ぜ

ひ手に取ってご覧

ください。

◆問い合わせ先

　観光商工課

　☎ 0859 － 53 － 3110

元
気
・
勇
気
・
誇
り
を
地
域
に日本

海
新
聞
ふ
る
さ
と
大
賞

▲受賞の皆さん

ガイドブック　
　できました！

▲タスキを手渡す交通安全協会名和支部
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旧
暦
の
１
月
15
日
に
あ
た
る
３
月
２
日

に
、
逢
坂
八
幡
神
社
（
松
河
原
）
で
管
粥

神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
管
粥
神
事
」
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続

く
逢
坂
八
幡
神
社
の
伝
統
行
事
で
す
。
集

落
か
ら
持
ち
寄
っ
た
白
米
と
24
本
の
竹
筒

を
鉄
鍋
で
煮
て
、
竹
筒
に
詰
ま
っ
た
粥
の

量
で
、
そ
の
年
の
農
水
産
物
の
豊
凶
を
占

い
、
粥
の
量
が
多
い
ほ
ど
豊
作
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

各
集
落
の
区
長
、
総
代
の
皆
さ
ん
が
見

守
る
中
、
管
粥
が
炊
か
れ
、
粥
の
詰
ま
り

具
合
を
太
田
貴
能
禰
宜
が
確
認
し
て
い
き

　

「
小
さ
な
親
切
」
運
動
山
陰
本
部
（
代

表
・
久
保
田
一
朗
山
陰
合
同
銀
行
会
長
）

か
ら
、
歩
行
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
四
点
支
持

杖
10
本
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
月
１
日
に
贈
呈
式
が
あ
り
、
同
行
の

尾
原
司
常
務
か
ら
竹
口
町
長
へ
贈
呈
書
と

目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
山
陰

両
県
内
で
公
共
施
設
利
用
者
の
安
全
性
と

利
便
性
の
向
上
と
運
動
の
浸
透
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
杖
は
、
福
祉
の

向
上
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

ま
し
た
。
特
産
の
梨
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は

一
分
、
白
ネ
ギ
、
ハ
マ
チ
、
海
藻
は
十
分

と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
農

水
産
物
全
般
を
占
う『
大
年（
お
お
と
し
）』

の
竹
筒
に
は
八
分
の
粥
が
入
り
ま
し
た
。

　

総
代
長
を
務
め
る
高
見
英
毅
さ
ん
（
松

河
原
）
は
、「
今
年
の
占
い
は
、
不
作
と

豊
作
の
差
が
極
端
に
出
た
の
で
驚
い
た

が
、
大
年
が
八
分
と
い
う
結
果
に
ほ
っ
と

し
た
。
こ
れ
か
ら
、
春
の
作
業
が
本
格
的

に
始
ま
る
が
、
皆
で
い
い
も
の
を
作
っ
て

豊
作
に
し
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
お
告
げ
は
？

逢
坂
八
幡
神
社
　
管
粥
神
事
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
福
祉
の
向
上
に
杖
の
寄
贈

まちの話題

桂木龍さん
「大山開山１３００年
記念ＣＤ」を
寄贈していただきました
　２月８日に、大山町出身の歌手・桂木龍

さんが、中国吉林省出身の歌手ケイ・ロー

ズさんと共に来庁され、大山開山１３００

年を記念して自らプロデュースされた楽曲

のＣＤ１００枚を寄贈していただきました。

　曲のタイトルは「伯耆の国 大山」。この

曲は、今年３月に卒業する名和中学校の３

年生が歌を担当しました。桂木さんの作詞

で、大山への感謝の思いが込められていま

す。

　寄贈のＣＤは町内の各所に配布し、期間

を通して１３００年祭の盛り上げに活用さ

せていただきます。

▲左：ケイ・ローズさん、右：桂木さん

▲竹を割って粥の量を確認

▲尾原常務（右）から贈呈書と目録が手渡されました
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お
　
知
　
ら
　
せ

　

大
山
町
で
は
、
定
期
乗
車
券
等
に
よ
り

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
高
等
学
校
等

へ
通
学
す
る
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
当

該
定
期
乗
車
券
等
の
購
入
に
要
す
る
対
象

経
費
に
２
分
の
１
を
乗
じ
て
得
た
額
（
１

０
０
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ

れ
を
切
り
捨
て
た
額
）
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
金
の
補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
大
山
町
高
等
学
校
等
通
学
定
期
乗

車
券
等
購
入
補
助
金
請
求
書
に
次
の
各
号

に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
役
場
に
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

高
等
学
校
等
へ
の
通
学
費
を

　
　
　
　
　
　
　
　
補
助
し
ま
す

⑴
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
、
そ
の

他
高
等
学
校
等
に
在
学
す
る
こ
と
を
証

す
る
書
類

⑵
購
入
し
た
定
期
乗
車
券
の
写
し

⑶
町
税
等
の
滞
納
が
無
い
こ
と
を
証
す

る
書
類
（
本
庁
税
務
課
ま
た
は
各
支
所

窓
口
で
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
）

⑷
債
権
者
登
録
申
請
書
（
役
場
か
ら
振

込
を
受
け
る
た
め
の
口
座
の
登
録
が
な

い
場
合
）

＊
「
大
山
町
高
等
学
校
等
通
学
定
期
乗
車

券
購
入
補
助
金
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を

実
施
し
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
請
窓
口
・
要
件
等
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
情
報
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
２

大
山
町
移
住
定
住
助
成
金
が
あ
り
ま
す

　

新
た
に
土
地
を
購
入
も
し
く
は
自
己

（
家
族
）
所
有
地
に
家
を
新
築
し
た
場
合
、

ま
た
前
住
所
地
が
３
年
以
上
町
外
に
あ
っ

た
者
が
家
族
で
転
入
し
た
場
合
（
19
歳
未

満
の
子
ど
も
を
含
む
世
帯
）
に
助
成
金
を

区
分
に
応
じ
て
支
給
し
ま
す
。

【
住
宅
新
築
等
推
進
助
成
】

住
宅
新
築
等
推
進
助
成
対
象
者
の
認
定

　

住
宅
新
築
等
推
進
助
成
対
象
者
認
定
申

請
書
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴　

新
築
住
宅
に
係
る
請
負
（
売
買
）
契

約
書
の
写
し
（
新
築
住
宅
購
入
に
つ
い
て

は
、
建
築
業
者
が
わ
か
る
も
の
）

⑵　

世
帯
員
全
員
の
住
民
票
の
写
し

⑶　

現
在
住
所
地
の
市
区
町
村
民
税
の
滞

納
の
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
大
山

町
民
で
あ
る
場
合
は
、納
税
確
認
同
意
書
）

⑷　

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
町

長
が
必
要
と
認
め
る
書
類

【
住
宅
新
築
等
推
進
助
成
・

　
　
　
　
　
　
　
定
住
推
進
助
成
共
通
】

助
成
金
の
交
付
申
請
及
び
完
了
報
告

　

住
宅
の
新
築
等
の
代
金
の
支
払
い
の
完

了
及
び
住
宅
等
へ
の
転
入
、
も
し
く
は
転

居
後
、
大
山
町
移
住
定
住
助
成
事
業
に
係

＊
受
給
に
は
要
件
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
担
当
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

＊
申
請
書
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

http://w
w

w
.daisen.jp

◆
申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
情
報
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
２

～
高
等
学
校
等
通
学
定
期
乗
車
券
等
購
入
補
助
金
～

る
助
成
金
交
付
申
請
書
兼
完
了
報
告
に
、

別
表
に
掲
げ
る
助
成
の
種
類
ご
と
に
定
め

る
書
類
を
添
付
し
て
、
大
山
町
移
住
定
住

助
成
金
交
付
申
請
書
と
と
も
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

（別表）

助成の種類 添付書類

住宅新築等
推進助成

(1) 世帯全員の住民票の写し
(2) 住宅新築等推進助成対象者
　 認定通知書の写し
(3) 認定住宅に係る土地及び建
　 物の登記簿謄本
(4) 住宅の完成写真
(5) その他町長が必要と認める書類

定住推進助成
(1) 世帯全員の住民票の写し
(2) 納税確認同意書
(3) その他町長が必要と認める書類
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伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届
出
制
度
に
つ
い
て

　

自
分
の
森
林
の
立
木
な
ら
、
自
由
に
伐

採
し
て
い
い
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
森
林
所

有
者
の
方
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
？

　

た
と
え
自
分
の
森
林
で
も
、
立
木
を
伐

採
す
る
と
き
は
、
森
林
法
に
よ
り
、
事
前

に
、「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届
出
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
森
林
法
改

正
に
と
も
な
い
、
伐
採
後
の
造
林
が
完
了

し
た
際
に
も
、「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造

林
に
係
る
状
況
報
告
書
」
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆
届
出
や
報
告
の
提
出
は
、

　
　
　
　
　

な
ぜ
必
要
な
の
？

　

森
林
に
は
、
土
地
の
保
全
（
土
砂
災
害

等
の
防
止
）
や
水
源
の
涵
養
や
地
球
規
模

で
の
環
境
保
全
（
温
暖
化
防
止
）
や
多
種

多
様
な
生
物
の
生
息
、
保
健
休
養
の
場
、

木
材
等
の
林
産
物
を
生
産
す
る
場
と
し

て
、さ
ま
ざ
ま
な
働
き
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
森
林
の
働
き
を
持
続
さ
せ

る
た
め
に
、
森
林
法
に
基
づ
き
、
大
山
町

森
林
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届
出
制

度
」
は
、
森
林
の
伐
採
や
伐
採
後
の
造
林

が
「
大
山
町
森
林
整
備
計
画
」
に
適
合
し

て
適
切
に
行
わ
れ
る
か
を
確
認
す
る
た
め

の
制
度
で
す
。

◆
届
出
の
対
象
に
な
る
の
は

　

大
山
町
森
林
整
備
計
画
に
入
っ
て
い
る

森
林
（
民
有
林
）
の
立
木
を
伐
採
す
る
と

き
で
す
。
森
林
の
保
育
の
た
め
の
間
伐
も

届
出
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
保
安
林
や
１
ha
を
越
え
る
林

地
の
開
発
（
林
地
開
発
制
度
）
は
、
県
と

別
途
協
議
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
竹
林
や
枯
死
木
の
伐
採
や
農
地

や
宅
地
内
の
立
木
の
伐
採
や
災
害
に
際
し

て
、
緊
急
性
の
高
い
伐
採
及
び
除
伐
の
場

合
は
、
届
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
だ
れ
が
届
出
を
す
る
の
？

　

森
林
所
有
者
が
自
分
で
、
あ
る
い
は
他

者
に
請
負
わ
せ
て
伐
採
す
る
場
合
は
、
森

林
所
有
者
が
届
け
出
ま
す
。

　

伐
採
業
者
等
が
森
林
所
有
者
か
ら
立
木

を
買
い
受
け
て
伐
採
す
る
場
合
、ま
た
は
、

伐
採
す
る
者
と
造
林
す
る
者
が
異
な
る
場

合
は
、
連
名
で
届
け
出
ま
す
。

◆
届
出
期
間

「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届
出
」

　

伐
採
を
始
め
る
90
日
か
ら
30
日
前
ま

で
。

「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
に
係
る
森
林

の
状
況
報
告
」

　

造
林
を
完
了
し
た
日
か
ら
30
日
以
内
。

◆
届
出
先

　

大
山
町
役
場
農
林
水
産
課（
中
山
支
所
）

に
届
け
出
し
ま
す
。
様
式
は
全
国
共
通
な

の
で
、
林
野
庁
や
鳥
取
県
等
の
公
式
Ｈ
Ｐ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
そ
の
他

　

両
届
出
の
提
出
を
怠
る
と
森
林
法
に
よ

り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
届
出
を
提
出

し
て
い
て
も
、
届
出
内
容
と
異
な
る
行
為

を
行
っ
た
場
合
も
同
様
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
水
産
課

　

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
６

大気

分解
呼吸光合成

二酸化

炭
素
を
吸
い
込
む

二 酸化炭素
を
吐
き
出
す

届け出の施業内容について
森林の多様な働きが発揮
できるかを審査します

土壌層

基岩層

おいしい水
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お
　
知
　
ら
　
せ

　

平
成
30
年
度
の
固
定
資
産
税
の
縦
覧

（
閲
覧
）
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。
固

定
資
産
税
の
縦
覧
と
は
、
納
税
者
が
所
有

す
る
土
地
・
家
屋
の
価
格
が
適
正
で
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
、
縦
覧
帳
簿

に
よ
り
他
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
と
比
較

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

♦
期
間　

4
月
2
日
～
5
月
31
日
（
土
・

日
・
祝
は
除
く
）

♦
場
所　

税
務
課

♦
縦
覧
で
き
る
方

　

土
地
ま
た
は
家
屋
を
所
有
す
る
納
税

者
（
課
税
標
準
額
が
免
税
点
未
満
の
方
は

税
負
担
が
な
い
た
め
、
縦
覧
は
で
き
ま
せ

ん
。）

※
土
地
、
家
屋
の
い
ず
れ
か
一
方
の
資
産

を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
そ
の
資
産
の
み

の
縦
覧
と
な
り
ま
す
。

※
納
税
管
理
人
、
同
世
帯
の
方
も
縦
覧
で

き
ま
す
。

♦
縦
覧
で
き
る
内
容

○
土
地
・
・
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

価
格

○
家
屋
・
・
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、

平
成
30
年
度

固
定
資
産
税
の

　
　
縦
覧
・
閲
覧

構
造
、
床
面
積
、
価
格

※
所
有
者
・
課
税
標
準
額
は
記
載
さ
れ
ま

せ
ん
。

♦
縦
覧
に
必
要
な
も
の

　

本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
納
税
通
知
書

（
前
年
度
分
で
も
可
）、
ま
た
は
運
転
免
許

証
な
ど
）

♦
手
数
料　

無
料

♦
そ
の
他　

縦
覧
帳
簿
の
コ
ピ
ー
は
で
き

ま
せ
ん
。

♦
期
間　

閲
覧
期
間
に
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
縦
覧
期
間
中
は
手
数
料
が
異
な
り

ま
す
。

♦
場
所　

税
務
課
、
各
支
所
総
合
窓
口
室

♦
閲
覧
で
き
る
方

　

納
税
義
務
者
、
納
税
管
理
人
、
同
世
帯

の
方

♦
閲
覧
に
必
要
な
も
の　

本
人
確
認
で
き

る
も
の
（
納
税
通
知
書
（
前
年
度
分
で
も

可
）、
ま
た
は
運
転
免
許
証
な
ど
）

♦
手
数
料　

縦
覧
期
間
中
は
閲
覧
料
は
無

料♦
そ
の
他　

名
寄
帳
の
コ
ピ
ー
は
1
枚
に

つ
き
20
円
必
要
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
８

縦
覧　
・
・
・
縦
覧
帳
簿

資
格
期
間
が
10
年
以
上
と
な
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
年
金
を
受
け
取
れ
ま
す
！

　

資
格
期
間
が
10
年
未
満
の
方
に
対
し
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
、「
年
金
加
入
期
間

の
確
認
の
お
知
ら
せ
（
案
内
）」
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
お
手
元
に
届
い
た
ら
必
ず

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
「
資
格
期
間
」
と
は
■

◎
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
た
期
間
や

免
除
さ
れ
た
期
間

◎
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
期
間
（
船
員
保
険
を

含
む
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
等
の
加

入
期
間
）

◎
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
く
て
も
資

格
期
間
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
期
間

（「
カ
ラ
期
間
」
と
呼
ば
れ
る
合
算
対
象
期

間
）

　

こ
れ
ら
の
期
間
を
合
計
し
た
も
の
が

「
資
格
期
間
」
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
資
格
期
間
は
25
年
必
要
で

し
た
が
、
平
成
29
年
８
月
か
ら
、
10
年

（
１
２
０
月
）
以
上
あ
る
と
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

注
）
年
金
の
額
は
、
納
付
し
た
期
間
に
応

じ
て
決
ま
り
ま
す
。
40
年
間
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
は
、満
額
を
受
け
取
れ
ま
す
。

（
10
年
間
の
納
付
で
は
、
受
け
取
る
年
金

額
は
概
ね
そ
の
４
分
の
1
に
な
り
ま
す
。）

　

ご
不
明
な
点
は
、
お
近
く
の
年
金
事
務

所
ま
た
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

米
子
年
金
事
務
所

　

☎
０
８
５
９
‐
34
‐
６
１
１
１

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

　

（
Ｉ
Ｐ
電
話
で
か
け
る
場
合
は

　
　

０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
６
５
）

閲
覧　
・
・
・
名
寄
帳
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お
　
知
　
ら
　
せ

協
会
け
ん
ぽ
鳥
取
支
部

　
　
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

平
成
30
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
か
ら

保
険
料
率
が
か
わ
り
ま
す

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

協
会
け
ん
ぽ
鳥
取
支
部

　

企
画
総
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
８
５
７
‐
25
‐
０
０
５
１

※
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
（
介
護
保
険

第
2
号
被
保
険
者
）
は
、
健
康
保
険
料
率

に
介
護
保
険
料
率
が
加
わ
り
ま
す
。

※
賞
与
に
つ
い
て
は
、
支
給
日
が
3
月
1

日
分
か
ら
変
更
後
の
保
険
料
率
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

　

鳥
取
支
部
の
健
康
保
険
料
率
は
変
更
と

な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
率
（
全
国
一
律
）
も
変
更

と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

入
院
し
た
と
き
の
食
事
代
の

見
直
し
に
つ
い
て

　

一
般
所
得
者
の
入
院
時
の
食
事
代
が
、

平
成
30
年
４
月
か
ら
、変
更
に
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
生
活
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０

＜平成３０年４月から＞

負担額（１食）

一般所得 ４６０円

＜現行＞

負担額（１食）

一般所得 ３６０円

低所得Ⅱ
（住民税非課税）

２１０円

低所得Ⅰ
（住民税非課税で一定
所得以下）

１００円

低所得者は、据え置き

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

加
入
に
は
、
退
職
証
明
書
ま
た
は
資
格

喪
失
証
明
書
、
脱
退
に
は
、
職
場
の
保
険

証
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
対
象
者
と
世
帯
主
の
個

人
番
号
確
認
書
類
と
、
本
人
確
認
が
で
き

る
運
転
免
許
証
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
手
続
き
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
済
み
で
す
か
？

　

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
時
、ま
た
、

就
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

時
は
、
役
場
で
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・

脱
退
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

原
則
14
日
以
内
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ

う
。

【
加
入
の
届
出
が
遅
れ
た
場
合
】

●
国
民
健
康
保
険
税
は
、
資
格
を
得
た
月

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

●
保
険
証
が
な
い
間
の
医
療
費
は
、
全
額

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

※
職
場
の
健
康
診
断
な
ど
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

も
、
職
場
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

③
国
民
健
康
保
険
に
加
入　

　

①
及
び
②
に
該
当
し
な
い
場
合
は
国
民

健
康
保
険
に
加
入
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
脱
退
の
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
】

●
国
民
健
康
保
険
が
負
担
し
た
医
療
費
を

返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
も
、
国
民

健
康
保
険
脱
退
の
届
け
出
を
し
な
い
と
国

民
健
康
保
険
税
は
請
求
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
脱
退
の
手
続
き
は
、
職

場
で
は
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
の
で
、
役
場

で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

職
場
を
退
職
後
の
健
康
保
険
は
？

①
健
康
保
険
を
任
意
継
続　

　

退
職
後
原
則
20
日
以
内
に
職
場
へ
申
請

す
れ
ば
、
職
場
の
健
康
保
険
に
引
き
続
き

２
年
間
加
入
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

職
場
の
健
康
保
険
担
当
者
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

②
健
康
保
険
の
扶
養
認
定　

　

家
族
の
健
康
保
険
に
扶
養
家
族
と
し
て

認
定
さ
れ
な
い
か
、
家
族
の
職
場
へ
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

（
例
）
60
歳
以
上
収
入
１
８
０
万
円
未
満

で
家
族
の
収
入
の
1/2
未
満
な
ど
。

健康保険料率

平成３０年２月分
（３月納付分）まで

平成３０年３月分
（４月納付分から）

9.99％

➡

9.96％

介護保険料率

平成３０年２月分
（３月納付分）まで

平成３０年３月分
（４月納付分から）

1.65％

➡

1.57％

➡

｛
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ひ
と
り
親
家
庭
児
童

小
・
中
学
校
入
学
支
度
金

　

本
町
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
児
童
の
福

祉
向
上
を
図
る
た
め
、
同
親
家
庭
の
新
入

児
童
に
つ
い
て
一
人
あ
た
り
１
万
円
の
入

学
支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

大
山
町
に
住
所
の
あ
る
ひ
と
り
親
家
庭

（
母
子
・
父
子
家
庭
）
の
児
童
が
新
し
く

小
学
校
・
中
学
校
に
入
学
す
る
家
庭
で
養

育
者
の
前
々
年
（
平
成
28
年
）
分
の
所
得

税
が
非
課
税
の
方
（
生
活
保
護
世
帯
は
除

く
）

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

印
鑑
、
振
込
口
座
の
分
か
る
も
の
、
お
よ

び
児
童
扶
養
手
当
証
書
（
支
給
停
止
通
知

で
も
可
）
ま
た
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
特

別
医
療
費
受
給
資
格
証
等
ひ
と
り
親
家
庭

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
も
の

※
右
記
の
証
明
書
等
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
、
あ
ら
か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
申
請
期
間
】

　

４
月
２
日
（
月
）
～
20
日
（
金
）

【
申
請
先
】
福
祉
介
護
課
ま
た
は
各
支
所

総
合
窓
口
室

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　

福
祉
介
護
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
７

お
　
知
　
ら
　
せ

平成３０年度　大山町体育協会スポーツ大会予定
月　　日 大　会　名 会　　場

４月２９日（日） 第27回ゴルフ大会 神田ゴルフクラブ

５月１３日（日） 大山町名和マラソンフェスタ2018 名和総合運動公園陸上競技場発着

６月　３日（日） ※郡民体育大会（球技・格技） 郡内各会場

６月　３日（日） 第14回グラウンド・ゴルフ大会 名和総合運動公園陸上競技場

６月１６日（土） ※郡民体育大会（陸上競技） 名和総合運動公園陸上競技場

７月２９日（日） 第13回水泳大会 名和小学校プール

８月　５日（日） ※郡民体育大会（水泳競技） 伯耆町Ｂ&Ｇ海洋センター　プール

８月１９日（日） 第14回バレーボール大会 名和・中山農業者トレーニングセンター

９月　２日（日） 第14回ゲートボール大会 中山ゲートボール場

９月　８日（土） ※第60回西伯郡駅伝競走大会 名和コース

９月３０日（日） 第12回軟式野球大会 大山野球場

１０月　５日（金）第28回ゴルフ大会 大山平原ゴルフクラブ

１０月２７日（土）
　　～２８日（日）

紅葉CUP・ＩＮ大山
ソフトバレーボール大会

大山総合体育館

１１月１１日（日）第14回バドミントン大会 大山総合体育館

１１月１８日（日）第13回駅伝競走大会 未定

１１月２５日（日）第14回ソフトバレーボール大会 大山農業者トレーニングセンター

　１月　１日（祝）元旦マラソン 名和神社発着

　２月１０日（日）第13回卓球大会 名和農業者トレーニングセンター

（注）大会日程・会場は変更される場合があります。
大会前に配布します各大会要項でご確認ください。
　※郡民体育大会は郡体育協会主催事業です。
◆問い合わせ先　人権・社会教育課
　☎０８５９－５４－５２１２
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軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
は
お
忘
れ
な
く
!!

　

次
の
対
象
車
両
を
お
持
ち
で
軽
自
動
車

税
の
減
免
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
納
期
限

ま
で
に
税
務
課
、
各
支
所
総
合
窓
口
室
で

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
前
年
度
に
申
請
し
た
内
容
に
変

更
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
自
動
継
続
に

よ
る
減
免
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
減
免
を

希
望
さ
れ
る
方
は
必
ず
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
減
免
は
１
人
に
つ
き
１
台
限
り

で
す
。
普
通
自
動
車
税
の
減
免
と
の
重
複

は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
対
象
車
両

　

次
の
ど
ち
ら
か
の
要
件
を
満
た
す
軽
自

動
車
な
ど

①
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
所
有
す
る

軽
自
動
車
な
ど
で
、
本
人
ま
た
は
家
族
が

運
転
す
る
も
の

②
18
歳
未
満
の
身
体
に
障
が
い
の
あ
る

方
、
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
方
と

生
計
を
同
じ
に
す
る
家
族
が
所
有
し
て
い

る
軽
自
動
車
な
ど
で
家
族
の
方
が
運
転
す

る
も
の

※
こ
の
ほ
か
に
、
障
が
い
の
等
級
が
要
件

に
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
税
務
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
間

　

４
月
２
日
（
月
）
～
５
月
１
日
（
火
）

◆
必
要
書
類

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
い
ず
れ
か

・
印
鑑

・
使
用
者
の
運
転
免
許
証

・
申
請
者
の
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
ま
た

は
「
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
及
び
本
人
確

認
書
類
」
の
い
ず
れ
か

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
８

　

自
治
会
が
管
理
す
る
土
地
や
家
屋
で
、

広
く
地
域
の
た
め
に
専
用
す
る
も
の
（
金

銭
の
授
受
が
あ
る
も
の
は
除
く
。）
は
、

そ
の
公
益
性
を
考
慮
し
て
固
定
資
産
税
を

減
免
し
ま
す
。

　

な
お
、
減
免
に
は
審
査
が
あ
り
ま
す
の

で
、
減
免
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
左
記

を
ご
確
認
の
う
え
、
減
免
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

１　

対
象
資
産　

　

自
治
会
が
管
理
す
る
土
地
や
家
屋
で
次

の
用
途
で
使
用
す
る
も
の
（
金
銭
の
授
受

が
あ
る
も
の
は
除
く
。）

・
児
童
遊
園
地
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
・
広

場
・
公
園
に
使
用
す
る
土
地

・
集
会
所
（
公
民
館
）・
そ
れ
ら
に
類
似

す
る
施
設
と
そ
の
土
地

・
ご
み
集
積
場
に
使
用
す
る
土
地

・
消
防
車
庫
と
そ
の
土
地

・
防
火
水
槽
に
使
用
す
る
土
地

・
神
社
・
稲
荷
・
堂
・
塚
等
の
地
域
の
行

事
に
使
用
す
る
土
地
と
家
屋

・
そ
の
他
、
公
共
の
た
め
に
使
用
す
る
と

認
め
ら
れ
る
土
地
と
家
屋

２　

減
免
額

　

対
象
資
産
の
固
定
資
産
税
額
を
全
額
免

除
（
た
だ
し
、当
年
度
分
の
税
額
の
う
ち
、

申
請
が
あ
っ
た
日
以
降
の
納
期
の
も
の
に

限
り
ま
す
。）

３　

申
請
期
限

　

固
定
資
産
税
の
各
納
期
限
ま
で

※
平
成
30
年
度
１
期
分
か
ら
の
減
免
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
５
月
31
日
（
木
）
が

期
限
で
す
。

４　

申
請
書
類

　

町
税
等
減
免
申
請
書
（
納
税
義
務
者
毎

で
の
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
書
は
、
税

務
課
ま
た
は
各
支
所
総
合
窓
口
室
に
あ
り

ま
す
。）

５　

申
請
先　

　

税
務
課
ま
た
は
各
支
所
総
合
窓
口
室

６　

そ
の
他　
　

　

公
共
の
用
に
供
し
て
い
る
こ
と
、
使
用

に
当
た
っ
て
金
銭
の
授
受
が
な
い
こ
と
に

つ
い
て
、
自
治
会
の
区
長
の
証
明
が
必
要

で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
８

自治会が管理する

固定資産の税金を

減免します！　　
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農
作
業
標
準
労
働
賃
金
協
定
額

　

平
成
30
年
度
の
農
作
業
標
準
労
働
賃
金
協
定
額
が
決
ま
り
ま
し
た
。
適
用
期
間

は
平
成
30
年
４
月
か
ら
31
年
３
月
末
で
す
。

　

こ
の
協
定
額
は
全
町
の
標
準
額
で
あ
り
、
地
区
や
農
地
の
状
況
で
異
な
り
ま
す

の
で
、
こ
の
労
働
賃
金
表
を
参
考
に
、
話
し
合
い
に
よ
っ
て
決
め
て
く
だ
さ
い
。

平成30年度 農作業標準労働賃金協定表
平成30年4月～平成31年3月末まで
大　山　町　農　業　委　員　会

作　業　名
協定額

（税込み）
摘　　　　要

田
植
え

機械植え
（１０ａ当たり）

６,５００円
１．側条施肥付５００円加算
２．その他薬剤散布等は適宜加算

賄　

い　

な　

し　

一般労務 ８００円
１．1時間当たりの料金
２．時間帯により適宜加算
３．葉たばこ・ネギ調理含む

耕
耘
機
・
ト
ラ
ク
タ
ー

荒起
こなし
代かき
こなし・代かき同時
フレールモア

（１０a当たり）

６,０００円
３,６００円
５,０００円
７,０００円
６,０００円

１．農地の状況により適宜加算

堆
肥散布 １,５００円

１．1ｔ当たりの料金
２．堆肥料金は別途料金

あぜ草刈（１時間当たり） １,８００円 １．刈払機（機械代・燃料代含む）
あぜ塗り（１ｍ当たり） ７０円 １．農地の状況により適宜加算

薬剤散布（１０a当たり） １,０００円
１．ナイアガラ散布
　　（機械代・燃料代含む）

追肥（１０a当たり） １,５００円 １．機械代・燃料代含む

稲　
　

刈

バインダー
（１０a当たり）

８,０００円 １．すみ刈りは、委託者で行う

コンバイン
（１０a当たり）

１６,５００円

１．カッター使用の場合は５００円加算
２．結束機使用の場合は２，０００円加算
３．すみ刈りは委託者で行う
４．倒伏の場合は下記基準を協議のうえ
　　加算する
　　２割～５割の倒伏・・・・１割増
　　５割以上の倒伏 ・・・・・３割増
５．湿田の場合は協議のうえ加算する

稲
脱
穀

ハーベスター
（１０a当たり）

７,５００円

※消費税総額表示（協定額は消費税８％を含んだものです）
※梨については、西部果樹協会（０８５９－３７－５８１４）へお問い合わせください。

◆問い合わせ先　　
　農業委員会　　　
　☎０８５８　　　
　　５８－６１１５

　

わ
た
し
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し
の
中

で
、
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
も
の
の
ひ

と
つ
に
「
ご
み
」
が
あ
り
ま
す
。
食
事
を

す
れ
ば
残
飯
が
、
も
の
を
買
え
ば
包
装
紙

や
容
器
が
、
古
く
な
っ
て
使
え
な
く
な
れ

ば
そ
の
も
の
自
体
が
、
と
い
う
よ
う
に
さ

ま
ざ
ま
な
「
ご
み
」
が
出
ま
す
。「
ご
み
」

と
上
手
に
付
き
合
う
こ
と
は
、
地
球
規
模

で
言
え
ば
『
環
境
に
や
さ
し
い
』、
家
庭

規
模
で
言
え
ば
『
節
約
に
つ
な
が
る
』
こ

と
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
、
誰
も
が
簡
単
に
で
き
る
ご
み

を
減
ら
す
コ
ツ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
買
い
物
の
段
階
で
ご
み
に
な
る
も
の
を

買
わ
な
い
。

②
詰
め
替
え
で
き
る
も
の
は
詰
め
替
え
用

を
選
ぶ
。

③
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
な
も
の
を
選
ぶ
。

④
買
い
物
袋（
マ
イ
バ
ッ
ク
）を
持
参
す
る
。

⑤
マ
イ
箸
を
活
用
す
る
。

⑥
ご
み
と
な
っ
た
も
の
は
分
別
を
徹
底
す

る
。

　

ど
れ
も
簡
単
に
実
践
で
き
る
も
の
で
す
。

ご
み
を
上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
地

球
に
も
家
計
に
も
や
さ
し
い
「
ご
み
」
と

の
付
き
合
い
方
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

大
山
町
の
ご
み
事
情
①

　
～
ご
み
を
減
ら
す
コ
ツ
～



20平成 30年 4月号

お
　
知
　
ら
　
せ

なかやま温泉
だより
vol. 47

◆なかやま温泉
☎ 0858－49－3330

　

こ
ん
に
ち
は
。
な
か
や
ま
温
泉
ゆ
ー
ゆ

ー
倶
楽
部
ナ
ス
パ
ル
で
す
。

　

日
に
日
に
暖
か
く
な
り
、
外
出
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
ご
家
族
で
の
お
出
掛
け

先
に
中
山
温
泉
も
ぜ
ひ
、
加
え
て
く
だ
さ

い
ね
。

４
月
１
日
（
日
）

『
な
か
や
ま
温
泉
春
ま
つ
り

　
　

同
時
開
催
な
か
や
ま
温
泉
朝
市
』

　

さ
く
ら
祭
改
め
春
ま
つ
り
を
開
き
ま

す
。
中
山
温
泉
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
内
で
の
開

催
で
す
の
で
、
天
候
の
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
お
買
い
物

を
楽
し
ん
だ
り
、
お
い
し
い
食
べ
物
を
食

べ
た
り
、
ナ
ス
パ
ル
シ
ア
タ
ー
で
映
画
を

み
た
り
、
温
泉
に
つ
か
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
た
り
と
、
の
ん
び
り
ゆ
っ
た
り
の
時

間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

◆
場
所

　

中
山
温
泉
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
内

◆
時
間

　

９
時
～
12
時
ま
で

※
朝
市
受
付
時
間
（
出
店
者
）

　

８
時
30
分
～
９
時

『
ナ
ス
パ
ル
シ
ア
タ
ー
』

　

今
年
は
大
山
チ
ャ
ン
ネ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
！
「
歳
取
県
映
像
祭
」
を
上
映
予
定
で

す
（
＊
入
場
は
無
料
で
す
）。

◆
上
映
時
間　

　

11
時
～
12
時
（
予
定
）

◆
場
所

　

中
山
温
泉
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

※
注
意
事
項

　

館
内
ホ
ー
ル
は
飲
食
禁
止
で
す
。
飲
食

は
休
憩
ス
ペ
ー
ス
で
お
願
い
し
ま
す
。

や
っ
て
ま
す
！

『
券
売
機
回
数
券
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』

　

４
月
16
日
～
25
日
ま
で

　

お
得
な
特
典
が
券
種
ご
と
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

毎
月
26
日
は
『
風
呂
の
日
』

　

抽
選
で
、
ラ
ッ
キ
ー
な
お
客
様
に
は
入

浴
券
が
当
た
る
か
も
？

４
月
イ
ベ
ン
ト
情
報

消
費
生
活
相
談
窓
口
で
す

はい！Q：「水を無料で送ります」と電話で勧誘があ
り、無料と聞いたので、あいまいな返事をして
しまいました。後でよく考えると、不要なもの
です。
どうしたらいいでしょうか。

A：事業者の電話番号がわかれば、電話をかけ
て断ることができますが、わからない場合は、
受け取り拒否をする方法があります。
再度、配達をすると電話があった場合は、不要
だということをはっきり伝えましょう。無料を
試した後、感想を聞かれ、商品の購入を勧めら
れる場合があります。
購入を了解しても契約書を受け取ってから８日
間はクーリングオフができます。

お気軽に消費生活相談窓口をご利用ください。

住民生活課　☎０８５９‐５４‐５２１０（平日）

鳥取県消費生活センター　☎０８５９‐３４‐２６４８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平日・土日）

＊
無
料
で
も
不
要
な
場
合
は
、
は
っ
き
り

　
断
り
ま
し
ょ
う

※
電
話
勧
誘
販
売
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が

で
き
ま
す
。

ご
用
心
！
電
話
勧
誘
の
ト
ラ
ブ
ル

 無料…？ 

「
水
を
無
料
で
送
る
」
と
言
わ
れ

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
が
届
い
た
が
、
不
安
！
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お
　
知
　
ら
　
せ

　

西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
が
発
注
す
る

指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る
に
は
、
組
合

を
組
織
す
る
市
町
村
（
米
子
市
、境
港
市
、

日
吉
津
村
、
大
山
町
、
南
部
町
、
伯
耆

町
、
日
南
町
、
日
野
町
、
江
府
町
）
の
い

ず
れ
か
で
、
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る

資
格
を
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
入
札

参
加
資
格
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
い

ず
れ
か
の
市
町
村
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
組
合
の
入
札
案
件
は
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
さ
れ
ま
す
。

http://w
w

w
.tottori-seibukoiki.jp/

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
事
務

局
総
務
課

☎
０
８
５
９
‐
22
‐
７
７
３
２

鳥取県
西部広域行政管理組合の
入札参加資格及び
入札案件公表について

ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣
言
を
行
い
ま
し
た
！

「
大
山
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

　
　
　
　
　
　
　
～
大
山
の
恵
み
を
生
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
～

　

大
山
町
で
は
、大
山
が
誇
る
自
然
資
源
、

文
化
財
な
ど
の
歴
史
的
・
文
化
的
資
源
、

そ
し
て
大
山
と
共
に
こ
の
地
で
暮
ら
す

人
々
の
営
み
に
よ
り
日
々
生
み
出
さ
れ
て

い
る
食
資
源
を
生
か
し
、
こ
れ
ら
を
複
合

的
に
組
み
合
わ
せ
た
体
験
型
・
滞
在
型
・

交
流
型
観
光
「
大
山
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
『
ふ

る
さ
と
名
物
』
と
し
て
定
め
、
ふ
る
さ
と

名
物
応
援
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

宣
言
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
が
旗
振
り

役
と
な
っ
て
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
「
ふ
る
さ
と
名
物
」
を
活
用
し
た
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
生
産
・
提
供
、

販
路
開
拓
等
へ
の
取
り
組
み
を
応
援
し
ま

す
。

　

県
内
で
は
湯
梨
浜
町
や
倉
吉
市
、
岩
美

町
が
宣
言
し
て
お
り
、
大
山
町
は
４
番
目

に
な
り
ま
す
。

※
宣
言
全
文
は
、
大
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣
言
と
は
】

　

「
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣
言
」
は
、
中

小
企
業
地
域
資
源
活
用
促
進
法
に
基
づ
い

て
国
が
地
方
創
生
の
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
推
進
す
る
も
の
で
、
多
様
な
事
業
者

を
巻
き
込
み
、
地
域
ぐ
る
み
の
継
続
的
な

取
り
組
み
を
通
じ
、「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」

の
育
成
・
強
化
を
図
り
、
地
域
の
売
上
や

雇
用
の
増
大
、
地
域
経
済
の
好
循
環
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
者
は
、
関
連
の
地
域
資
源
活
用
事

業
計
画
の
補
助
金
優
先
採
択
や
ふ
る
さ
と

プ
ロ
デ
ュ
サ
ー
育
成
事
業
へ
の
優
先
参

加
、
中
小
企
業
庁
が
運
営
す
る
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト

「
ミ
ラ
サ
ポ
」
で
の
情
報
発
信
と
い
っ
た

優
先
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

　

現
在
、
森
の
国
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
、

事
業
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▲大山のスキー場付近から日本海まで自転車で移
動するアクティビティ ｢ ダウンヒルサイクリング ｣

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
観
光
商
工
課
（
☎
０
８
５
９

‐
53
‐
３
１
１
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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自
衛
隊
幹
部
候
補
生
、

　
　
一
般
曹
候
補
生
募
集

む
き
ば
ん
だ

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

　

平
成
30
年
度
自
衛
官
採
用
試
験
が
行
わ

れ
ま
す
。

◆
受
付
期
間　

平
成
30
年
3
月
1
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
5
月
1
日（
火
）

【
幹
部
候
補
生
】　

◆
年
齢　

平
成
31
年
4
月
1
日
現
在

　
　
　
　
　
　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

◆
試
験
日　

平
成
30
年
5
月
12
日
（
土
）、

13
日
（
日
）、6
月
12
日
（
火
）
～
15
日
（
金
）

い
ず
れ
か
1
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

【
一
般
曹
候
補
生
】

◆
年
齢　

平
成
31
年
４
月
１
日
現
在

　
　
　
　
　
　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

◆
試
験
日　

平
成
30
年
５
月
26
日
（
土
）

　

６
月
27
日
（
水
）
～
７
月
２
日
（
月
）

い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

◆
そ
の
他　

平
成
31
年
３
月
高
等
学
校
卒

業
予
定
者
の
試
験
は
、
９
月
16
日
以
降
に

行
わ
れ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
１

　

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務
所

　

☎
０
８
５
９
‐
33
‐
２
４
４
０

　

鳥
取
県
立
む
き
ば
ん
だ
史
跡
公
園
で

は
、
遺
跡
案
内
や
弥
生
体
験
な
ど
の
補
助

を
行
う
ス
タ
ッ
フ
「
む
き
ば
ん
だ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
、
お
客
様
と

一
緒
に
楽
し
く
歩
き
、
遺
跡
の
魅
力
発
見

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動
で
す
。
予
約
ガ
イ

ド
と
、定
時
ガ
イ
ド
（
平
日
：
午
後
１
回
、

土
日
祝
日
：
午
前
・
午
後
各
１
回
）
が
あ

り
ま
す
（
当
番
日
は
事
前
に
調
整
し
ま

す
）。

　

弥
生
体
験
補
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
火

お
こ
し
や
勾ま

が

玉た
ま

・
石い
し

包ぼ
う

丁
ち
ょ
う

作
り
等
の
弥

生
体
験
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動
で
す
。
活

動
は
土
日
祝
日
の
午
前
ま
た
は
午
後
の
約

３
時
間
、
月
１
～
３
回
程
度
。
夏
休
み
期

間
や
イ
ベ
ン
ト
時
の
活
動
も
あ
り
ま
す

（
当
番
日
は
事
前
に
調
整
し
ま
す
）。

　

「
む
き
ば
ん
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
興

味
を
お
持
ち
の
方
に
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に

つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
は
、

む
き
ば
ん
だ
史
跡
公
園
へ
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
立
む
き
ば
ん
だ
史
跡
公
園

　

☎
０
８
５
９
‐
37
‐
４
０
０
０

平成28年度鳥取県西部広域行政管理組合一般会計　決算の概要
　平成28年度の鳥取県西部広域行政管理組合一般会計の決算は、歳入総額が58億4,858万円、歳出総額

が57億8,718万円となり、歳入から歳出を差し引いた6,140万円は翌年度に繰り越しました。

歳入区分 決算額

分担金及び負担金 49億4,860万円

使用料及び手数料 3,952万円

国庫支出金 2,543万円

県支出金 2,257万円

財産収入 74万円

繰入金 3億6,085万円

繰越金 5,755万円

諸収入 8,012万円

組合債 3億1,320万円

合　計 58億4,858万円

米子市 27億4,607万円

境港市 6億692万円

日吉津村 1億1,327万円

大山町 4億5,595万円

南部町 3億1,101万円

伯耆町 3億2,321万円

日南町 1億6,571万円

日野町 1億1,954万円

江府町 1億693万円

歳出区分 決算額

議会費 61万円

総務費 1億9,387万円

民生費 7,268万円

衛生費 12億8,158万円

消防費 37億3,660万円

公債費 5億184万円

合　計 57億8,718万円

鳥取県西部広域行政管理組合事務局総務課入札財政係

　☎0859-22-7732

※表中の決算額は万円単位で四捨五入しているため、
　合計が一致しない場合があります。

市町村別の内訳は次のとおりです。

議会費　0.0％

教育費　0.0％

歳出歳入

公債費　8.7％
総務費　3.3％
民生費　1.3％

衛生費
22.1％

消防費
64.6％

分担金及び
負担金
84.6％

組合債
5.3％

諸収入
1.4％

繰入金　6.2％

使用料及び
手数料　0.7％

財産収入
0.0％

県支出金
0.4％
国庫支出金
0.4％

繰越金　1.0％



23 平成 30年 4月号

※初回は12時からスタート
※放送時間・内容は変更する可能性があります。

◆連絡先
　アマゾンラテルナ鳥取大山オフィス
　（大山町住吉921　旧逢坂保育所内）
　☎０８５８－５８－２３１８
　Ｅメール：info@daisen .amalate .co . jp

［放送時間］
（6：00／9：00／12：00／15：00／18：00／

21：00／24：00）

大山チャンネル
4月の主な放送内容 月

１
回
中
山
温
泉
で
映
画
を
観
ま
せ
ん
か
？

◆
４
月
上
映
作
品

「
ケ
ア
ニ
ン
〜
あ
な
た
で
よ
か
っ
た
〜
」

　

認
知
症
で
人
生
終
わ
り
に
な
ん
て
、 

僕

が
さ
せ
な
い
。

　

大
森
圭
は
、
新
人
の
介
護
福
祉
士
。
認

知
症
の
高
齢
者
た
ち
と
上
手
く
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
ず
、
悩
む
日
々
が
続

く
な
か
、
圭
が
初
め
て
メ
イ
ン
で
担
当
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
認
知
症
の
星

川
敬
子
79
歳
。
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
、

先
輩
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
協
力
も
あ
り
、
少

し
ず
つ
敬
子
と
の
関
係
性
を
深
め
て
い

く
。

☆
バ
リ
ア
フ
リ
ー
日
本
語
字
幕
付

◆
日
時

　

４
月
21
日
（
土
）

　

10
時
／
14
時
／
18
時
半

◆
料
金　

大
人　
　
　

８
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下
５
０
０
円

　
　
　
　

未
就
学
児
無
料

◆
場
所　

中
山
温
泉
生
活
想
像
館

　
　
　
　

わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

◆
問
い
合
わ
せ
先　

中
山
温
泉

　

☎
０
８
５
８
‐
49
‐
３
３
３
０

主
催
：
え
え
が
な
大
山
実
行
委
員
会

後
援
：
大
山
町
、
大
山
町
教
育
委
員
会

「
な
ん
と
な
く
」
で
始
め
た
介
護
の
仕
事

に
、
い
つ
し
か
本
気
で
向
き
合
う
よ
う
に

な
っ
て
い
く
圭
だ
っ
た
が
・
・
・
。

お
　
知
　
ら
　
せ

4/1～、4/11～ 
「PICK UP だいせん」

4/21〜

だいせん100％TV
〜どうなる？大山特集

　大山町のニュース、地域のできごと、町民に

密着するドキュメンタリーなど、大山町の“い

ま”が見える話題をお送りします。住民のみな

さまからの情報提供もお待ちしています。

　開山1300年を迎える大山。観光客を呼び込

むための新たな取り組みや、大山寺参道の話題

を特集します。４月中旬にオープン予定の「大

山ナショナルパーク」、議論を呼ぶ「大山参道

市場」の行方など。

ドローン絶景もお楽しみに。

重
要
文
化
財
門
脇
家
住
宅

一
般
公
開
・
特
別
企
画
の

ご
案
内

　

重
要
文
化
財
門
脇
家
住
宅
春
季
一
般

公
開
が
５
月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
開
催

さ
れ
ま
す
。（
公
開
時
間
10
時
～
16
時
30

分
、
入
館
料
一
般
５
０
０
円
・
小
中
学
生

２
０
０
円
）

　

今
回
の
展
示
は
、
門
脇
家
所
蔵
の
美
術

品
の
ほ
か
、「
は
ら
だ
と
し
こ
詩
画
展
」、

松
原
幹
夫
氏
・
森
田
尾
山
氏
に
よ
る
「
大

山
燦さ

ん

歌か

写
真
パ
ネ
ル
展
」
を
行
い
ま
す
。

【
特
別
企
画
】

①
「
結

む
す
び

の
会
」
に
よ
る
朗
読
会

　

５
月
３
日
（
木
）
17
時
30
分
～

　

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
中
村
緑
氏
と
菊

詔
陽
子
氏
（
箏
・
三
弦
演
奏
）
に
よ
る
朗

読
会
で
す
。
大
山
の
民
話
や
江
戸
時
代
の

短
編
小
説
な
ど
を
お
届
け
し
ま
す
。

②「
琉
球
の
風
を
感
じ
て
～
島
唄
の
響
き
」

　

５
月
５
日
（
土
）
17
時
30
分
～

　

所
子
出
身
の
門
脇
徹
志
氏
と
静
氏
（
と

も
に
東
京
在
住
）
に
よ
る
唄
と
三
線
の
演

奏
会
で
す
。

　

お
誘
い
あ
わ
せ
て
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

※
と
も
に
定
員
あ
り
・
参
加
費
５
０
０
円

　

申
込
み
先　

重
文
門
脇
家

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
４
０
６
２



大山恵みの
里だより
vol. 121

問い合わせ先
大山恵みの里公社
☎0859－54－6600

私たちのまち（３月１日現在）

○人　口：１６，５２８人（－１２）

　　男　：　７，９６１人（－　９）

　　女　：　８，５６７人（－　３）

○世帯数：５，７１０世帯（　　２）

この広報紙は、環境に配慮した
再生紙を使用しています。

・軽自動車税（全期）

納期限4月30日（月）
※期限までに納めましょう

今月の税･保険料

編
集
後
記

　
今
年
も
逢
坂

八
幡
神
社
の
管

粥
神
事
に
出
か

け
ま
し
た
。
竹

筒
に
詰
ま
っ
た

粥
の
量
で
豊
凶

を
占
う
の
で
す
が
、当
日
の
天
気
な
の
か
、

火
加
減
な
の
か
、
そ
れ
と
も
米
を
入
れ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
な
の
か
、
竹
筒
い
っ
ぱ
い
に

入
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
も
の

も
で
き
る
の
で
不
思
議
で
す
。
番
号
が
付

け
ら
れ
た
竹
筒
を
割
り
、
詰
ま
り
具
合
を

読
み
上
げ
る
た
び
に
「
お
お
ー
」
と
か
、

「
う
ー
ん
」
と
参
集
の
み
な
さ
ん
か
ら
声

が
あ
が
り
ま
す
。

　
総
代
長
の
高
見
さ
ん
は
「
占
い
と
は
い

え
、
結
果
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
は
多

い
」
と
話
し
ま
す
。

　
逢
坂
八
幡
神
社
の
管
粥
神
事
は
、
江
戸

時
代
か
ら
続
い
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
一

年
の
五
穀
豊
穣
を
願
い
、
粥
の
炊
か
れ
る

鍋
を
先
人
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
見
つ
め
な

が
ら
、
守
り
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
神
事
が
終
わ
っ
た
あ
と
の
お

粥
は
参
拝
者
に
振
舞
わ
れ
ま
す
が
、
食
べ

る
と
一
年
間
無
病
息
災
で
暮
ら
せ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
管
粥
神
事
が
終
わ
れ
ば
、
本
格
的
に
春

が
や
っ
て
き
ま
す
。
　
　
　
　
　（
ひ
ろ
）
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☤
４
月
29
日
は

　
　
道
の
駅
誕
生
祭
へ

　

安
心
・
安
全
な
加
工
食
品
を
製
造
販
売

す
る
た
め
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
加
工
食
品
を
作
っ
て
み
た
い
、
売
っ

て
み
た
い
と
い
う
方
は
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

◆
日
時　

4
月
10
日
（
火
）・
17
日
（
火
）

　

①
13
時
30
分
～
15
時

　

②
18
時
30
分
～
20
時

○
情
報
コ
ー
ナ
ー　

契
約
職
員

　

主
に
、
お
客
様
か
ら
の
観
光
情
報
の
お

問
い
合
わ
せ
等
に
対
応
す
る
仕
事
で
す
。

週
５
日
、
１
日
８
時
間
勤
務
（
社
会
保
険

加
入
）。

○
食
堂　

パ
ー
ト
職
員

　

食
堂
で
の
調
理
補
助
・
接
客
の
仕
事
で

す
。
原
則
週
５
日
・
シ
フ
ト
に
よ
り
、
１

日
４
～
６
時
間
勤
務
。
月
間
１
１
０
時
間

以
内
（
社
会
保
険
な
し
）。

　

仕
事
の
内
容
や
待
遇
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

大
山
恵
み
の
里
公
社
（
金
田
）

　

☎
０
８
０
‐
２
９
０
０
‐
６
７
４
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
直
通
）

　

年
間
約
16
万
人
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
る
道
の
駅
大
山
恵
み
の
里
は
、
こ

の
４
月
で
オ
ー
プ
ン
９
周
年
を
迎
え
ま

す
。

　

お
客
様
へ
の
感
謝
の
気
持
を
込
め
て

『
誕
生
祭
』
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

４
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

９
時
～
15
時

◆
会
場　

道
の
駅
大
山
恵
み
の
里

　
　
　
　

駐
車
場
特
設
会
場

加
工
食
品
安
全
講
習
会

道
の
駅
ス
タ
ッ
フ
募
集

※
同
じ
内
容
で
４
回
行
い
ま
す
。
都
合
の

よ
い
日
時
で
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
会
場　

名
和
公
民
館　

視
聴
覚
室

◆
内
容

・
食
中
毒
／
異
物
混
入
の
防
止

・
食
品
表
示
の
ル
ー
ル

◆
申
込
み
先　

大
山
恵

み
の
里
公
社

※
資
料
準
備
の
た
め
、

事
前
申
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。


